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あらまし
情報通信技術の発展に伴い，様々なオンラインサービ
スにおいて個人認証の重要性が増してきている．一方，
今日ソーシャルネットワークサービスや ECサイトなど
のようなオンラインサービスが社会に広く浸透している
が，このような背景の一つにはスマートフォンの普及が
挙げられる．現在日本でのその普及率は 3分の 2を超え
ていると言われている．
個人認証の研究において，知識情報や所持情報，生体
情報を利用するものがある．知識情報を利用した認証は
例えば IDとパスワードによるものが挙げられる．ユー
ザは複数のサービスで同じパスワードを利用することが
多い背景から生まれる，被害の拡大のしやすさというデ
メリットがある．所持情報は ICカードなどが例に挙げ
られる．知識情報を利用する認証技術と比較してサービ
スの提供側の負担は大きい．さらに虹彩や顔，指紋など
の生体情報を個人認証に利用する動きもここ最近活発と
なってきている．しかし，生体情報が変化した際の対応
などがデメリットとなっている．
このような個人認証の研究の分野において，ここ最近
スマートフォンなどに蓄積されている行動情報を認証に
利用する行動認証の研究や複数の行動情報を利用するラ
イフスタイル認証の研究が注目を集めている．行動認証
のメリットとしては，データを収集する際にユーザに対
して明示的な行動を求める必要がないことが多い点が挙
げられる．そのような行動認証を行う際の利用データの
一つとして位置情報を表すWi-Fiの周辺アクセス情報が
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挙げられる．これまでの研究では観測情報を頻度として
扱い，事前に作成するテンプレートと新たなデータを比
較することで類似度スコアを算出して実験を行っていた
[1, 2]．一方，生体情報を用いた行動認証ではデータの
平均や分散といった統計量を特徴量としている研究も存
在する [3]．本論文では，収集Wi-Fiデータから算出さ
れる統計量を特徴量とした行動認証の手法を提案する．
統計量を利用することで，従来の手法と比較し，テンプ
レートの情報量が減ることが期待される．ライフスタイ
ル認証の実証実験MITHRAプロジェクトにおいて，実
験用アプリから収集されたデータを提案手法に利用する
ことで，手法の有効性が確認できた．
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